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戸田工業の合成技術によって、酸化鉄とナトリウムから成るナトリウムフェライトを開発しました。燃焼排ガス中
などに含まれる二酸化炭素を吸収し、100℃程度の加熱により吸収した二酸化炭素を放出する機能があります。
固体で繰返し使用ができ、カーボンニュートラルに貢献する材料です。

【サンプルの特性】

NaFeO2 CO2 固体回収材(加工例)

形態 粉体 ペレット

NaFeO2含有量 100wt% 30～70wt%

CO2吸収温度 0～50℃ 0～50℃

CO2脱離温度 90～120℃ 90～120℃

CO2吸脱着量 15wt% 2～10wt%

固体回収材のため容易に扱うことができ、０～50℃でCO2を吸収し100℃程度の加熱で放出
することが可能な温度スイング吸着（TSA）材料です。

TODA KOGYO can control the tube diameter and crystallinity of 
CNTs and provide product that meet customer’s needs by 
applying our catalyst manufacturing technology.

CO2を選択的に化学吸着するため、高純度のCO2を回収することが可能です。
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【CO2吸着・脱着性能の耐久性試験】

CO2固体回収材
(NaFeO2ペレット)

10Φ x 300mm

カラム
NaFeO2ペレットを用いて連続CO2吸収・脱着サイクル試験を実施しました。
200サイクル後でも性能の劣化が無いことを確認しました。

CO2(10wt%)

エアー流通

Repeat time (times)

R
e
c
o
v
e
ry

 y
ie

ld
 (

%
)

繰り返し回数 （回）

C
O

2
回

収
量

（
w

t%
）

⚫ 燃焼排ガス中などに含まれるCO2の分離回収
⚫ 室内のCO2濃度をコントロール
⚫ 回収したCO2の利活用(化学品の合成原料としての使用など)

ナトリウムフェライト

二酸化炭素回収材開発品
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